
第 1号様式（第８条関係） 

川崎市「新しい生活様式」対応研究開発補助金交付申請書

  年  月  日

（宛先）川 崎 市 長

本 店 所 在 地

商 号

代表者職・氏名  印

事 業 実 施 場 所

〔連絡担当者〕 氏 名

所 属 ・ 職 名

電 話 番 号

メールアドレス

川崎市「新しい生活様式」対応研究開発補助金交付要綱第８条の規定により、次のとお

り申請します。

事 業 名

事 業 分 野

□ 感染症に関わる検査や治療に関する研究開発

□ 感染予防製品等の研究開発

□ 「新しい生活様式」に向けた事業活動の効率化に資する研究開発

□ 「新しい生活様式」に向けたＩＣＴを活用した地域経済活性化に資する研究開発

大 学 等 と の 共 同 研 究 □ 有り       □ 無し

補 助 対 象 額 千円

補 助 申 請 額 千円

企 業 概 要 別紙１

事 業 計 画 別紙２

経 費 内 訳 別紙３



別紙１  企業概要

◆概 要

商 号
代 表 者

職・氏名

本 店

所 在 地

事 業

実施場所

電話番号
メ ー ル

アドレス

業 種 従業員数

資 本 金
千円

（大企業の出資割合   ％）
創業年月 年   月

主要製品

％

主要取引先

％

％ ％

％ ％

◆事業実績 （※直近 2期分）

決 算 期 ／  期 ／  期

売 上 高 千円 千円

営 業 利 益 千円 千円

経 常 利 益 千円 千円

◆自社ＰＲ等（※得意技術や独自技術、過去に実施した研究開発、特許取得の実績など）

※書ききれない場合には、次頁へ記入してください。



別紙２ 事業計画

◆ 事業の概要

＊開発概要（※研究開発を行う背景や課題、目的（最終目標）等について、300文字程度で具体的に記載
すること）

＊開発内容（※本事業における研究開発の目標、内容等を記載すること。また、開発項目ごとに目標、
解決手段、実施内容を具体的に記載すること）

＊新規性・独自性（※従来の製品等にない優れた点、模倣されにくい点、知的財産の取得可能性につい
て記載すること）

＊市場性（※開発された製品等の市場ニーズ、市場規模、市場でのシェア獲得の見込み等について記載す
ること）

＊事業化の見込み（※事業化にむけて必要な事項（追加開発、生産・販路開拓の体制整備等）について
記載すること）

＊社会性（※研究開発の成果が社会や産業界に与える影響を記載すること）

＊産学連携性（※申請者と大学等との役割分担や共同研究開発の意義を記載すること。ただし、大学等
と共同で研究開発を行う場合のみ記載すること。）

【備考】（※他の助成制度（補助金等）の活用状況（見込み含む）、産業財産権の出願、研究論文や学会発
表したものがあれば記載すること）

※書ききれない場合には、次頁へ記入してください。

※説明に資料が必要な場合には、別添として添付してください。



◆開発体制（※書ききれない場合は別紙に記入すること。）

＊研究開発に参加する大学、企業、専門家等について

研究代表者名： （所属）

※原則として申請者に属する者

大学及び研究者名

研究内容

（大学等と共同で研究開発を行う場合のみ記載すること。）

参加者氏名 （所属）

開発役割等

参加者氏名 （所属）

開発役割等

参加者氏名 （所属）

開発役割等



◆ 開発スケジュール

※今年度の研究開発のスケジュールを記載すること。

※「事業の概要」の「開発内容」に合うように記載すること。

開発期間：  年  月 ～   年  月（予定）

活動内容 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3



別紙３ 補助対象経費内訳

（単位：円）

費  目 金  額

（１）原材料・消耗品費
（内訳）

小  計

（２）機械装置・工具費
（内訳）

小  計

（３）外注加工費及び調査分析費
（内訳）

小  計

（４）産業財産権導入費
（内訳）

小  計

（５）技術指導費 
（内訳）

小  計

（６）その他経費
（内訳）

小  計

補 助 対 象 経 費 の 計

補助対象外経費
（内訳）

総 事 業 費

※補助対象経費に消費税と支払いにかかる手数料は含まれない。


